
意見・質問 会場での回答及び検討結果

鳥獣被害（猿と猪）で困っている。
特に最近は猿が出てきて、身の危険を感じることもある。
府中市の取り組みについて教えて欲しい。

猿の捕獲は緊急に対策の必要性を感じています。
猪は基本的に町内会長が申請をして、市が柵を貸し出しています。
猟友会も即効性のあるものを考えておられます。

明るく住みやすい町を目指して、防犯灯を付けているが維持管理が
大変なので、市から助成をしてもらえないか。

皆さんの意見を府中市に対して投げかけております。まだ回答はあ
りませんが、今後、町内会の支援をどうするか、今年度から検討し
ていますのでしっかり行政に伝えていきます。

府中市からの広報誌を回覧板で回すが、横文字が多いので意味がわ
からない。高齢者などのために英語の意味や説明をていねいに説明
して欲しい。

市民の皆さんに分かりやすい広報にするよう伝えてまいります。

市街化区域の一部では、道路が狭く緊急車両も入れない。また、上
下水道もできていないため、消火栓など設置できてない。
既に４０年間も経過しているので、見直しなどを含めて考えている
のかを聞いて欲しい。

下水道に関しては設備範囲を狭めて、それ以外に関しては合併浄化
槽を推進する方針です。
狭隘道路に関しては、2m以下の緊急車両が入らない所は工事をする
ことになっていますので、議会としても要望していきます。

月見ヶ丘体育館（緊急避難場所）は、耐震構造になっていないし、
老朽化がすすみ天井に穴は開き、危険なので早く直して欲しい。併
せて、プールは、無くなるのではないのかという噂が流れている
が、本当のところは、どうなのか教えて欲しい。

老朽化に関しては、避難所として、トイレは洋式化になったが、不
安な部分は柔軟に対応し議会からもしっかり要望してまいります。
方向性が決まったらお知らせするよう伝えます。

今年は、民生委員児童委員の改選時期ですが、なり手が居ないの
で、苦労している。そもそも制度そのものに問題はないのか、また
仕組みを変えることができないのか聞いて欲しい。

この制度ができて100年以上経過し、社会も変わり、民生委員児童
委員の仕事も増え、ボランティアでは続かない制度疲労があるよう
に思います。
今後、地域貢献したいと思われている現役世代でも民生委員児童委
員になれるよう、業務内容の改善や役割分担・マニュアル作成など
を含めて、調査・研究していきます。

まちを賑やかにしないといけないのはわかるが、いっぱいしすぎて
いるのではないのでしょうか。場所を絞ってやった方が良いのでは
ないのかと考えています。

府中市は、コンパクトシティ構想を考えています。また、府中駅の
南北通路や南側の開発をして天満屋、道の駅を中心とした人流を考
えています。今後、人口減少が予想されていますので喫緊の課題で
あると認識しています。

府中市は、子供に関することで力を入れているのはわかるが、そも
そも府中市で子供を産むための産科が無いことが問題ではないかと
思うので、産科の先生に来てもらえるようにして欲しい。

府中市民病院では、分娩に向けての産婦人科医の確保は非常に難し
い状況であり、それに加えて設備も整っているわけではありませ
ん。
難しい課題ではありますが、近隣の医療機関と連携を図るなど、住
民の方が安心して産み育てることができるような環境づくりに向け
て、要望してまいります。

地域から要望をあげてもやってもらえないことがある。しかし、地
域から要望をあげたことは目の前で本当に困っているの事なので、
大小に関わらず、早く改善をして欲しいし、「できること」と「で
きないこと」があると思うが、返事も帰ってこないので、信用でき
ない状態になっているので、連絡を密にとって欲しい。

地域からの要望は、大切な市民の声だと思っております。
「できる」「できない」いずれも、回答するよう要望いたします。

府中市は何もかも中途半端なので、これといって良いところや自慢
できることはないのではないか？もっと的を絞って、それを集中的
にやれば、おのずと結果もでると思うのですが、いかがでしょう
か。

府中市は教育のトップランナーを目指してり、他市区町から行政や
議員が、コミュニティスクールや子育て支援などの行政視察などに
来られるような状況もあります。

「議員と語る会」会場での意見・質問等への回答

令和4年11月8日(火)18時～　広谷公民館（出席者：加藤議長、本谷議員、大本議員、田辺議員、真田議員）
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（桜が丘では、）回覧板を回すのは月に２回と決まっているので、
この議会報告会のチラシが来るのが遅いため、今町内を流れている
状態ですので、できればもっと早く情報を流すようにしてくださ
い。

報告会の調整に時間を要したために、案内作成が遅かったことは反
省しております。次回から早めの配布を心がけます。

新規プール建設は、費用対効果を考えれば、現在地のほうが安いの
ではないか。

場所の選定については、府中駅南エリアの賑わいの創出などの投資
効果の検討も踏まえて決定されたものです。
道の駅、イコーレ、天満屋との連携により相乗効果が期待できま
す。

スポーツ振興するには現在のウッドアリーナ周辺の開発のほうがい
いのではないか。

場所の選定については、府中駅南エリアの賑わいの創出などの投資
効果の検討も踏まえて決定されたものです。
道の駅、イコーレ、天満屋との連携により相乗効果が期待できま
す。

府中市のプラネタリウム廃止した理由。また、府中市の財産資産
（学校や遊具）については大切に残すことを考えないのか。

学校や遊具について、使用可能のものについては、大切に使用する
べきだと思いますので、そうでない取り扱いがあるのであれば、質
してまいります。
【プラネタリウム廃止理由について、所管部課に確認し次のとおり
回答を得ました。】
従前のプラネタリウムは機器が古く、事業継続するには多額な費用
がかかるため、こどもの国の建て替えの際に廃止としました。新た
なこどもの国施設では、木育の推進や子育て支援事業の充実など、
運営方法を見直してサービスの充実を図っています。

リョービグランドは、石ころが多い。どんな経緯でリョービへ移管
されたのか。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
学校の統廃合後の跡地利用を検討する中で、町内会からの要望によ
り、用地を地元に開放し、地域のコミュニティ育成・住民の福利厚
生に寄与することを目的として、平成20年度末に地元企業に売却し
たものです。

都市計画税の使途について。
浄化槽点検はなぜ小川エコノスと県の点検事業ともども受けなくて
はならないのか。

都市計画税の使途については、下水道事業、公園事業、街路事業に
充てられます。
浄化槽の点検については、業者による点検は浄化槽の点検で、県の
点検は、法律に基づいて、浄化槽の点検状況を確認するものです。

人口減少が進んでいる上山、荒谷地区は府中市の土地面積の８％あ
る。そして耕作放棄地が増えてきている。
府中市の政策は中心部に多くの予算が振り分けられている。例えば
スポーツ施設を周辺地区に計画する施策を考えなかったのか。

中心部への投資について、中心部の賑わいを創出することで、周辺
部への波及効果を期待しています。

府中市の人口減少は止まらない。30年後には2万人になる。将来府
中市に住み続けるのは不安だ。施設を作っても収益が上がらなけれ
ば無駄遣いになる。公共事業よりも府中市の30年後の未来を見据え
た事業、政策を考えてほしい。

人口減対策、持続可能な街づくりに取り組んでいます。
将来に希望を持ってもらえるような取り組みに注視していきます。

平成30年豪雨で剣崎橋の土砂が堆積している。土砂の撤去工事を2
回行ったようだが根本的な災害事業復興工事ではない。河川の形状
を考え根本的な改良工事が必要ではないのか。

平成30年災害に堆積した箇所について完了しております。
その後は、広島県が「ひろしま砂防アクションプラン2021」に基づ
いて計画的に実施していると伺っております。

災害時には、目崎はTAMへ行けと言われるが遠い。クルトピア岩谷
を避難場所にしてほしい。

避難所は地域割をしていますが、どこの避難所に避難してもいいの
で、まずは、避難しやすい場所へ避難してください。

市道に電柱があるので狭い。市道の拡幅をお願いしたい。 市道の拡幅は、必要に応じて要望を行っています。

令和4年11月11日(金)18時～　クルトピア岩谷（出席者：広瀬議員、藤本議員、棗田議員、森川議員、安友議員）
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災害時目崎、高木の人工林は危険である。土砂災害が起こる可能性
がある。山の管理をして土砂災害の対応お願いしたい。

山の管理の必要性は感じています。
山の所有権等の関係もあり、難しい面がありますが、要望していき
ます。

古いため池がある。
上山、安楽寺のため池には水がたまらない山火事の時はどの水源を
使うのか、防火水槽対策が必要である。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
現在の防火水槽は耐震性を確保するために出来上がったもの（二次
製品）を活用し、水利の確保を図っております。設置にあたりまし
ては大型クレーン車や大型トラックが必要となりますので、そうし
た大型車両の進入が困難となります上山地区では新たな防火水槽の
設置はお断りしています。
　また、上山地区と同様に大型車両が進入できない山間地域では同
様の対応とさせていただいております。
　昨今の林野火災に対する消火活動におきましては、早期に防災ヘ
リコプターを要請するなど、早期の火災鎮圧、延焼防止に努めてお
ります。

末広殿までの国道の舗道については整備が必要である。実施計画は
あるのか。

国道の舗道については、県の管轄で進められます。

府中市の幹部人事について、なぜ県職員を採用するのか。府中市の
人材の起用はないのか。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
政策を進める上で、県とのパイプや県のスキルを投入することで、
組織全体のスキルを向上させる目的があり、そのことにより市の人
材育成を図っていくものです。そういった中であわせて市内部の登
用を図っていきます。

要望、緑ヶ丘坂道でお店がない、病院などがない所で、いきいきサ
ロンは月２回お茶の間サロンは月5回開催しているが市からの助成
はないか。

地域でのサロン活動開催に敬意を表します。
現在、いきいきサロンで介護予防、孤立化防止の取り組みに対して
市から助成している状況です。今後、更に活発なサロン活動が行わ
れるために支援ができるよう要望いたします。

日々の課題について早く具体的に対応をしてください。
ゴミ袋の無償化の取り組みは、地域の意見をどの様に聞いているの
か。

ゴミ袋については9月補正予算で原油価格の高騰及び円安に伴いゴ
ミ袋製造費の上昇が避けられない中、市民に負担をかけないよう市
が製造費の上昇分を補助します。無償化については、今後論議して
いきます。

公民館付近の木が45年間で大きくなり４件の家に支障がある。所有
者を調べてもらいたい。公民館の駐車場の拡張を要望しているが出
来ない。公民館が避難所になるのでお願いします。

個人情報ということで情報提供が困難ですので、町内要望でお願い
いたします。
公民館駐車場の件は担当者に意見があったことを伝えます。

公民館について、4月からの体制見直しで推進員が館長を兼ねるこ
とになり大変になった。

現状を教育委員会に伝えておきます。

要望です。空き家の木が道路に倒れたので休日市に連絡、警察に連
絡してくれと言われた。その後マイ府中へ投稿、早速対応してくれ
た。議員から対応を求める。

平日休日を問わず、市民の方からの連絡は誠実に対応するよう要望
いたします。
議員から対応の求めについては、連絡をいただければ、市担当者に
依頼いたします。

子どもたちがタブレットの持ち帰りが重たいので対策を講じてほし
い。

保護者と協議して学校に置いて帰れる荷物等について新年度4月に
説明するなど対策されております。また、総務文教常任委員会でも
協議しております。

土生町で浸水する地域がある、排水ポンプについて聞く。

中須ポンプ場の設置は何十年も前からの計画しています。
現状では可搬式ポンプでの対応になります。
可搬式ポンプでの排水は場合により交通規制通行止めになるので今
後常設配管も検討しています。

令和4年11月12日(土)18時～　南公民館（出席者：土井議員、岩室議員、真田議員、芝内議員、福田議員）
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豪雨災害時に浸水する地域があるが、ポンプ排水は誰が作業するの
か

委託業者と市が実施します。

ICT教育で活用しているタブレットメンテナンスについて、どう対
応しているのか？

メンテナンス対応については、一定の条件に基づき、保険で対応す
ることが示されております。

コロナによる学級閉鎖情報が周知されてなく、町内行事計画の立案
に影響を及ぼしている。

学級閉鎖による情報公開については、時間を置かずお伝えできるよ
う、府中市HPを通してお知らせしております。

総務文教・厚生・建設産業といった常任委員会で取り組む課題につ
いて、少子高齢化による町内会組織の現状を認識してほしい。

常任委員会でもそれぞれの課題については、関連する所管と協議し
ながらまた現場主義を軸を取り組んでまいります。

本市広報誌について、横文字の活用は不理解であり市民目線で作成
しているとは思えない？

横文字用語の解説等を記載するなど、市民の皆さんに分かりやすい
広報誌にするよう、伝えてまいります。

民生委員のなり手不足について、平日の昼間に会合することが影響
していると思う。現役世代として仕事を優先している方では委員と
して受けることが出来ない。

定年の引き上げ等により、働きながらでもできる民生委員・児童委
員活動を検討する必要があると考えています。兼業を可能とするた
めの体制づくりについて、検討するよう要望してまいります。

職員の市民対応について、接遇意識にかけている職員が一部散見さ
れる。職員対応のチェック意識を高めてほしい。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
職員の接遇については、人事考課等の人事評価制度の中で人材育成
を行い向上させていきたいと考えます。
対応に問題がある場合は、指導等を行い改善を図ってまいります。

H30豪雨から土砂の堆積による水流に影響している。（ポムポム公
園）将来の被害も想定されることから、危機管理室も含め改善して
ほしい。

市民の意見として、建設部土木課へ相談し検討するよう要望いたし
ます。

災害時要支援者の名簿が生かされていない。更新されていないとこ
ろもある。税金をかけて取り組んでいるのだから有効に活用の方途
と、継続取り組みを行うべきだ。

災害時要支援者の名簿については、内容の更新の遅れや趣旨に沿っ
た利用に繋がっていないなどの事例は把握しており、機会があるた
びに指摘しております。
今後もその運用に注視してまいります。

配達とか、図書館に行けない方への貸し出し方法を考えてほしい。
図書の貸し出しの方法として配達も考えられます。
まずは、移動図書館や、１万コンテンツある電子書籍のご利用をお
願いいたします。

便利じゃノートを民生委員時代に戸別配布し喜ばれていたが、その
後がない。いい取り組みなら継続すべきではないか。

「べんりじゃのーと」は、高齢者の在宅生活を支えるため医療・介
護の情報だけではなく、日用品や食料品の配達、自宅で理容・美容
が行える店舗、家庭ゴミの処分など、ケアマネジャーが日常生活に
必要な公的・民間サービスの情報を集めた冊子です。現在も３年ご
とに内容を更新して、ひとり暮らし高齢者などに配布しています。
今後も活用しやすい冊子として継続するよう要望してまいります。

健康ポイントアプリなど検討してほしい。

ＩＣＴを利用した健康増進等の取り組みの必要性が高まっておりま
す。
ポイント事業のみならず、有効性のある事業を組み合わせて展開が
できないか調査・研究し、市に対し提言していきたい。

令和4年11月14日(月)18時～　TAM（出席者：本谷議員、土井議員、真田議員、三藤議員、藤本議員）

令和4年11月15日(火)18時～　リ・フレ（土井議員、本谷議員、広瀬議員、三藤議員、大本議員）
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移住定住が進まず市の人口は減るばかり。町内会も成り立たなくな
る。若い人が安価に住める住宅政策を考えるべきではないか。

総務文教委員会では、移住定住の事業に対して厳しい評価をしてお
ります。
住宅の新築、空き家のリノベーション、市営住宅や民間の賃貸住宅
を含め、若い方が住みやすい環境を整えるよう要望してまいりま
す。

人口は必ず減少するので、少ない人口でもやれるシビアなプラン、
ルールを考えてほしい。

まずは、人口減対策を行いながら、将来を見据えた施策の展開を求
めてまいります。

2045年の支え手不足対策をスピード感もって取り組んでほしい。

少子高齢化、人口減少により、あらゆる分野で後継者不足、担い手
不足が、全国的な課題となっております。
府中市においても、人口減対策を講じておりますが、更なる取り組
みを促してまいります。

町内会に加入世帯増加。民生委員の負担も増える。軽減する方策を
早急に取り組んでほしい。

民生委員・児童委員に対し、活動に対する負担感等に関する調査を
令和４年９月に担当課が行いました。調査結果を基に、民生委員・
児童委員としての負担割合とあわせ、要望された内容についても役
割分担を明確化させ、今後の対応策を検討するよう要望してまいり
ます。

昨日、この「議員と語る会」があると聞いて参加したが、どのよう
に周知しているのか。

７０町内会の全町内会長へ確認をして会場設定をしたため、時間が
かかり、結果的に14会場での開催と調整に時間を要したため、広報
等での案内に間に合わず町内会への回覧板での掲載でお願いをいた
しました。周知が遅かったことと、議員の呼びかけが少なかったと
反省している。

「議員と語る会」に行ってみたいなと思うような形にならないとい
けない。議員の活動を見て、課題をしっかり見ていく必要がある。

現在は、行政も町内会長からの要望を聞くような状況になってい
る。
議員は市全体の課題について取り組むなどその役割は多岐にわたっ
ているのが、今後も市行政の監視を高めるよう努めてまいりたい。

ギガスクールで、タブレット等の利用により、小学校の生徒の近視
が増加している。
目の健康を考えていく必要があると思うがどうか。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
GIGAスクール構想の取組前の令和元年と、1人1台のタブレットの活
用を進めている令和3・4年度について、府中市内の児童生徒の視力
検査の変化を比較したところ、全体的傾向としての視力低下は現在
見られませんが、1人1人の児童生徒の状況に応じた健康保持・対策
の取組を進めていく課題であると受け止めています。
今後も健康診断の推移に継続して留意するとともに、端末利用に当
たっての健康面への配慮等について、GIGAスクールレター等の啓発
資料通して児童生徒・保護者等に注意喚起と啓発を行い、各学校に
は「児童生徒の健康に留意してICTを活用するためのガイドブッ
ク」を通じて教職員の理解を図るなどして、「GIGA スクール構
想」の推進と並行して、健康管理、安全への配慮を講じていきま
す。

自分の町（下川辺地区）で、次の世代が住んでくれるのか心配であ
る。

転出される方に理由を伺うことで、課題が見える可能性がありま
す。
消滅集落の問題について、一般質問等で行政と意見を交わしており
ます。

市街地に行くのに、交通手段がない。
路線バスやＪＲの減便により、交通手段がない地域が広がっていま
す。
公共交通事業者へは市から要望しております。

令和4年11月16日(水)18時～　クルトピア明郷（出席者：加納副議長、岡田議員、加藤議長、田辺議員、森川議員）
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議員への提案として、選挙での公約の到達目標を出して、到達レベ
ルの評価をしてはどうか。

議会として、目標設定や評価の方法について、調査研究してまいり
たい。

決算委員会が１日で終わっているが、しっかりと正してく必要があ
るのではないか。

決算特別委員会の議論は場として、総括質疑１日、分科会として３
日の計４日で審査しております。
また、定例会後に事務事業評価として、事業を抽出して評価してお
ります。

「議員と語る会」については関心がないのでは、結果がついて来な
いから。各町内会に議員が１～２人で来て、町内を回って話を聞い
てはどうか。

開催方法については、市民の方に参加しやすい方法を模索しながら
行っております。
今後もご意見を踏まえ、参加しやすい方法を検討してまいります。

具体的に少子高齢化の対策をしていってはどうか。

子育て支援として、府中版ネウボラの取り組みをはじめとして、子
育てしやすい町を目指して、取り組みを行っております。
子育て世代に寄り添った取り組みを研究し続けるよう要望してまい
ります。

町内の問題は、町内会長が行政に言えば対応してくれるようになっ
たので、議員は空き家対策など市全体の対策を行ってはどうか。

町内会長が行政に言えば対応してくれるようになったのは、大変い
いことだと感じております。
議員としての役割は多岐にわたりますので、今後も市行政の監視に
努めてまいります。

町内会長のなり手がなく、しょうがない形で引き受けて行ってい
る。

持続可能な町内会のため、市も検討しているところです。
議会としても、調査・研究し市の取り組み内容をチェックしてまい
ります。

４月から町内会長となり、市長との「わいわい座談会」にも参加し
た。膝を合わせて話をする「議員と語る会」にならないのか。参加
者に机がなく、資料をもらっても、広げてみることができない。

開催方法については、市民の方に参加しやすい方法を模索しながら
行っております。
今後もご意見を踏まえ、参加しやすい方法を検討してまいります。
来場者席への机については、今後はできる限り設置いたします。

地域の活性化としてＣＳの中で、府中の魅力を感じてもらい、将
来、Ｕターンで帰ってきてほしいと言っている。そのために、府中
市は何ができるのか。明郷学園の周りには家も建ってきているが、
市全体としては、人口減となっている。

府中市の魅力向上を図り、その魅力を感じでもらい、府中市に住み
たいと思っていただけるような取り組みが必要だと考えておりま
す。

「稼げる観光」として、観光行政は部長まで付けて職員数を増やし
ているが、府中市で観光だけで食べていける人は何人いるのか。
どうしたら、観光でお金を落としてくれるのだろうか。滞在時間や
宿泊などもあるが、三郎の滝や河佐峡など効果があるのか。

観光協会は府中と上下に分かれていましたが、一緒なり、県の観光
連盟とも協力しています。
ランドマークとして、「恋しき」「翁座」を整備していきますが、
宿泊施設がないため、福山、尾道、倉敷などに流れてしまいお金が
落ちない状況になっています。
三郎の滝、河佐峡、四季の里などの行事によって、地域の活性化が
図れ、滞在時間の延長にも貢献していると考えます。
最近では、市内５箇所に観光トイレが整備され、トイレツーリズム
として売り出しています。

ＴＶやラジオなどで、認知度を上げて、マスコミに知ってもらう必
要があるが、その辺が府中市はヘタなのではないか。

府中市の魅力について、発信力の向上が必要であると、一般質問等
で質しております。

介護、医療、福祉について、コンパクトシティーとしてまとめて行
かないようにしてほしい。

市民の利便性を考えていきたいと思います。
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専用のゴミ袋は、続くのか。

専用ゴミ袋の材料費の高騰により、ゴミ袋の調達費が高騰していま
すが、値上げ分は市で負担しております。
ゴミの減量化のために、有料化した経緯もありますので、今後、調
査・研究し、必要に応じて要望してまいります。

ITの活用した教育のこれからの取り組みはどうなっているのか。

新たな取り組みを行い、そこから出てきた課題に取り組んでおりま
す。
有害サイトへの対処などがありますが、ルールを厳密にするのがい
いのか、研究してまいります。

災害対策、特に初動対応はどのようになっているのか。

市は早め早めに避難所を開設しております。
レベル３が出たら要支援者の方が避難できるようにしていただきた
い。
市民総合アプリは双方向なのでぜひ活用していただきたい。
マイタイムラインもつくって、日頃からシミュレーションしておく
ことが必要だと考えております。ＮＨＫの緊急情報はしっかり見て
いただきたい。

８月のカドミウムなど重金属汚泥流出事故で、以前府中市は井戸水
の検査もしていたが、今回は未だにない。

今回の事故はあってはならないことと認識しています。
事故発生時を再現化した水質検査実験を実施いたし、人および、環
境への影響はなく、また下流域に対する影響もないと報告を受けて
います。

クマの目撃情報の伝達が遅いのではないか。
出来る限り早くは知らせていると思いますが、遅れることのないよ
う要望いたします。

駅周辺の賑わいづくりと言い、また駅近くに市民プールができると
は言っても、駅の南と北を結ぶ歩道の整備ができていない。また、
南北道の開通は見えてきたが、JRの上を通す高架は考えられないの
か。

駅の南北連絡道は以前から考えております。
ＪＲ西日本と協議しておのますが、かなり難航しているようです。
現時点では南北道の高架については、計画はなく難しいと思われま
す。

マイナンバーカードについて、今の府中市はつくることを推進する
が、実際に、それが使える病院や薬局がどれだけあるのか。もう少
し利便性を図らなければならないと思う。市の広報に、使える病院
などを紹介するなど、後のフォローを大切にして欲しい。

令和5年2月5日現在、使用できる市内医療機関は42ヶ所（病院4、診
療所8、歯科8、薬局22）あります。
ホームページへ掲載されておりますが、もっと丁寧な表示が必要と
考えますので、市へ要望してまいります。

来年度から導入されようとするインボイス制度は多くの方に影響が
ある。市民全体の問題と思うので、市議会でも取り上げて欲しい。
国がやること言っても、多くの市民に関わることなのでよろしくお
願したい。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
インボイスとは、基本的には国税である消費税に関する制度である
ため、市の関与には限界があると認識しています。
しかし、新たに導入される本制度が、市内の事業所、特に小規模事
業所や個人事業主の活動にかかわるものであることから、相談など
に国税と連携して対応するよう市に働きかけます。

出口川の土砂堆積については、町内会から要望してもなかなか聞い
てくれない。
府中市からも言って欲しい。

同様の話はあちらこちらで聞いております。
議会からも要望していきますので、町内会からも引き続き要望をお
願いいたします。

荒谷に向けて大きな道がつくられている。下水道は通らないのか。
１００年かかってもできないと聞いている。

下水道については難しい地域があることは承知しています。
地域を指定して合併浄化槽設置に対する補助制度を設けておりま
す。

令和4年11月17日(木)14時～　出口公民館（出席者：広瀬議員、岩室議員、棗田議員、三藤議員、岡田議員）
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このような議会報告会をなぜ昼の２時からとしたのか。

開催方法については、市民の方に参加しやすい方法を模索しながら
行っております。
今回は、町内会長さんと協議してこの時間とさせていただいており
ます。その他の会場は平日開催のため、日中の仕事が終わって18時
からの開始といたしました。
今後もご意見を踏まえ、参加しやすい方法を検討してまいります。

議員と語る会はずっとしていたのか？
今回で10回目となりました。昨年はコロナ感染のため開催できませ
んでしたが、開催方法を模索しながら継続してまいります。

集会所が古くて、若者が寄り付かないので、若い人が集まれるよう
な集会所に建て替えてほしい。

地域の集会所の建て替えについては、要望があれば補助金がありま
す。

恋しきの利用方法について

今後はしっかり活用していく為、活用検討委員会を立ち上げて、活
用策を提案されております。
有名な調理人をお呼びしてイベントを開催するなど取り組んでおり
ます。

翁座で歌舞伎など公演出来たら良いのではないか
翁座に関して、修繕費の費用対効果が見込める活用法を活用検討委
員会で検討しています。

恋しきに関して格式の高い場所としての利用法、華道や茶道などツ
アー組んではいかがか。

あたらしいアイデアをありがとうございます。

B＆G移転に関して理由を教えてほしい。
場所の選定については、府中駅南エリアの賑わいの創出などの投資
効果の検討も踏まえて決定されたものです。道の駅、イコーレ、天
満屋との連携により相乗効果が期待できます。

府中駅裏の道が狭いが拡張する予定はあるのか
駐車場が少ないがどうするのか

府中駅裏に市民プールの建設が計画されております。駐車場の必要
性は感じておりますので、要望してまいります。

議会と行政の関係について
行政と議会は、目標は同じではあるが、議会は市民に近い立場とし
て市の意見や提案をお聞きし、行政の出した案に皆様の声を反映し
ていきます。

鴫谷橋について地元への説明が不足している。
下川辺の辺りは回数が多い。
生活道路なので困っている。
住民説明会の頻度が少ない。

鴫谷地区
ぐるっとバスのコースに入っていない。
防災無線が無い
水道も地域の水道しかない　配管が古い。
災害時上水道使っていない地区に水が配給してもらえなかった
畑を茂らせて道にはみだしている木で車に傷がつく。
土手の道幅を広げる計画があるが本当に実施されるのか不安。
小さな集落の声も届けてほしい。
上記の対応と市からの返答をお願いします。

鴫谷橋について、地元説明が不足していることについては、丁寧な
説明を行うよう依頼いたします。
ぐるっとバス、防災無線、上水道の未整備について、地域の要望が
あることを伝えていきます。
畑を茂らせて道にはみだしている木で車に傷がつくことについて、
民法の改正により、市が剪定できる可能性がありますので、担当課
へ要望してまいります。
小さな集落の声も議会として汲み取り、必要に応じて要望してまい
ります。

汚泥の流出について
一般企業にしてみればありえない対応
フロンガスも遅かった、LEDも使われていない
環境対策についての取り組みなどあれば教えてもらいたい

汚泥流出事故については、管理がずさんだあったことから、市と業
者との連携など再発防止について後日報告を受ける予定です。

計画を持って順次公共の施設の対応をしていますが予算の関係で一
度に出来ないのが現状です。

令和4年11月18日(金)18時～　クルトピア栗生（出席者：芝内議員、加納副議長、大本議員、加島議員、岩室議員）

8



府中市の未来を語る会かと思って来た
何十年も前からの話が多い
明治維新の時代かというような内容まだまだ不足が多すぎる
議会も市も、市民の事を考えてやっているのかという印象　行政と
市民との溝が深まっている
時間を区切って未来の事を報告してもらいたい

各常任委員会の報告には、府中市の課題と将来に対する計画などの
報告が含まれています。市民の皆様から府中市の未来について語っ
ていただく良い機会となればと考えています。
議会としても、府中市の将来をより良いものとするために、市民の
皆さんから様々な意見を頂き、その内容を市に対する提言に盛り込
んでいきたいと考えております。

水道の整備が進んでいないとはどういうことなのか
井戸水が豊富なので上水道の計画が赤字で進みにくい状況がありま
す。
地域の変化に合わせた計画を提言してまいります。

町の発展には大きな道と、水道必須、福塩線が邪魔している（南北
道の邪魔）

町の発展には道路や水道といったインフラは重要ですので、南北道
路の早期開通を常々要望しております。
福塩線については、必要不可欠な公共交通ですので、維持されるよ
う、行政と一緒に要望してまいります。

企業で町を盛り上げるのか、ベットタウンとして人口を増やすの
か、どちらにしても大きな道を作る事、交通の便の改善が必要

インフラ整備を広域で県と共に進めていかなければならないと感じ
ています。

インフルエンザの無料券配布のお知らせがわかりにくかった　市の
方の説明など悪かったと思う

改善するよう要望いたします。

交通の便が悪い、府中へ入れない、落合交差点からはぐるっとバス
も来ない。JR7時台で府中市内の病院にいくと3時まで帰れない。1
週間に何日かは久佐にもバスを入れてほしい。オンデマンドタク
シーの検討もいただきたい。

ＪＲの昼間の便が減便された件について、「議員と語る会」の後府
中市へ要望を出されたと聞いています。議会としても、公共交通の
あり方について検討してまいります。

明郷学園の不登校者は8名から3名に減少してると聞いた。改善に努
力されていることに敬意を表する。
一中の生徒自殺の問題はどうなっているのか、次にこういうことが
起こらないようにしないといけない。地域でできることがあれば
言ってほしい。調査結果の報告をまっているというが、議会として
〇月〇日までに報告をせよと強い調子で迫っているのか。目途はあ
るのか。

教育委員会が調査委員会を設置し、警察と連携しながら調べており
ます。
慎重に調査を進められているものと思われますので、議会としては
報告を待つこととしております。

荒谷のカドミウム流出事故について危機管理が大事というなら早急
に市民にしらせるべきである。

情報の中味にもよりますが、報告があれば議会としても対応いたし
ます。

桜が丘団地に補助金を入れているが、久佐地域の新築にも補助金を
出してほしい。地元でも定住促進をしている。その努力に報いてほ
しい。空き家対策も充実してほしい。

本市への移住者については、本市の住民税納付者にもなり、生活必
需品などの消費者としても経済効果を波及する方でありますので、
要望を伝えてまいります。

府中市のSDGsへの取り組みはどうなっているのか。
第5次府中市総合計画をはじめ、各種計画がSDGsを意識した内容と
なっています。

集会所でもWI-FIを使えるようにしてほしい。
集会所の地元移管の時に補助金がでておりますので、その中で考え
ていただきたい。

老人会活動を応援するとあるが、人手不足で市労連から脱退した地
域の老人会もある。そうすると音楽療法など利用できないサービス
がある。

高齢者に生きがいを与える施策を行政に要望してまいります。

久佐地域でもオンデマンドタクシーができないのか。
協和地区で住民によりデマンドタクシーが運用されています。久佐
地区も含めて運用の要望があれば、協和元気センターと協議されれ
ばよいと考えます。

令和4年11月22日(火)18時～　久佐公民館（出席者：田邉議員、福田議員、加藤議長、森川議員、水田議員）
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スマートフォンなどデジタル化の講習をしてほしい。 出張講習の制度があるので利用していただきたい。

マイナンバーカードは絶対しないといけないのか
任意ですが、将来的に健康保険証や運転免許証がカードに統合され
る予定です。

民生委員改選について、民生委員の方に再任の可否の確認書類を郵
送されているが、一方の当事者である町内会役員にも知らせて欲し
い。担当課と町内会の連携調整不足と思う。

民生委員・児童委員の選任は、どの地域でも苦労されていることは
把握しております。
地域の役員の方とのコミュニケーションも必要ですので、ご意見は
担当課へ伝えます。

災害時避難行動の支援者選出でも書類だけが送って来られて、支援
が必要では無い様な人が名簿に載っていたりした。民生委員とは情
報共有ができているようだが一方の当事者でもある町内会長にも説
明するべきだ。

要支援者については、要支援者と支援者のマッチングに課題がある
ことは承知しています。要支援者についてタイムリーに変更できる
仕組みづくりや、支援情報のデジタル化、町内会との連携も併せて
検討して提案していきます。

全国学力テスト結果から、府中市の基礎学力等、学力がどのように
なっているのか。
放課後ラーニングサポート事業に参加しているが、参加児童を見る
と「読み書き算盤」と言われる基礎学力がどうかと感じる。学校で
しっかり取り組んでほしい。
先生の補助員配置で、サポートしてはどうか。新採用の教員には指
導教員がついているが週一日では不足だ。日々の活動をサポートす
る人員の配置はできないか。

総務文教委員会からもタブレット学習だけではなく基礎学習の習得
を提言しております。
新採用教員のサポートについては、現在も行なっていると聞いてい
ますが、教員の活動サポートと併せて総務文教委員会で調査研究し
て必要であれば提言してまいります。

タブレットの持ち帰りについて、ランドセルが重くなることから特
に低学年の児童については配慮してほしい。

保護者と協議して学校に置いて帰れる物も考えがえて対策されてお
ります。また、総務文教常任委員会でも協議しております。

環境センターについて、地元に説明会がないまま今年度から稼働し
た。説明会を要求したところすぐに6月3日に開催された。
説明資料について、内容の一部訂正があり、一部修正して回覧を配
布された。説明会の時に出された意見は掲載せずに府中市の報告書
のみを配布されたことは納得できず、再度説明会の開催を要望した
ところ、10月に検査をして報告するとのことだったが、検査を行っ
たのか。また、議員はそのことを把握された上でこの場に居られる
のか。

10月の検査については「異常がなかった」との報告を聞いていま
す。
引き続き３月にも検査を行い「その結果を持って地域への説明会を
行う予定」と聞いています。

第一回目の説明会の時に水循環方式で岩盤下の80Mから取水する計
画が変更され岩盤上の60Mから取水。現状、水の枯渇が起きてい
る。

地下水の汲み上げについては、環境センター内で水位の変化につい
て調査が行われており、専門家から「問題は認められない」旨の報
告を受けております。

調査会社や専門家の報告が正しいのか、府中市は一定の尺度を持っ
て依頼するのなら良いが「丸投げ」ではないか。
議員もしっかり行政を監査する必要がある。

議員として、厳しい目で行政を監視してまいります。

大型の事業の際には専門職を集めて「プロジェクトチーム」等をつ
くるなりして、基本構想ぐらいは府中市で立案すべき。

部課を横断した、プロジェクトチームにより進められる取り組みも
あります。

浸水対策として、中須グランドに設置予定の追加ポンプ機能強化に
ついて、今年度基本設計、来年詳細設計となっているが、グランド
を潰さないように、災害時の対策も含めて検討する必要がある。

中須グランドへの設置については、昭和62年の都市計画で決定され
ております。
災害対策やグランドの確保については、市の考えを確認し、要望し
てまいります。

令和4年11月24日(木)18時～　旭公民館（出席者：芝内議員、福田議員、広瀬議員、加島議員、本谷議員）
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ギガスクール構想について、タブレット活用は学校現場の意見とし
て。
学校に来れない児童生徒が家で使う道具としては良いが、学校では
目的外の使用がある。子供にとって学習効果が上がるのか？全国学
習テスト結果から府中市の学力は低下している。分析をしっかり行
い学力低下の要因の把握とタブレット活用の有用性について検証す
る必要があるのではないか。

タブレットの使用は課題を解決しながら進める必要があると認識し
ております。
学力低下につながらないように、注視してまいります。

フレイル予防について、具体的にどのような対策をされるのか。参
加者の割合は把握しているのか。その対策は。家から出られない方
の対策は。現状と課題対策、目標もはっきりさせて市民に周知する
必要があるのではないか。

フレイル予防は、運動・食生活・口腔ケア、社会参加の取り組みが
重要です。これらに効果がある元気もりもり体操等を地域の「通い
の場」でフレイル予防として行なったり、ＩＣＴを活用した健康管
理等の事業を進めております。一人でも多くの方が身近な地域の
「通いの場」や自宅でも取り組めるよういただいたご意見は担当課
に伝えます。

Q：「いきいきサロン」について、回数を増やすとかさらに充実さ
せてはどうか。

いきいきサロン活動は、府中市社会福祉協議会が地区社協、町内会
と連携し行っている事業です。活動の充実については、地域の協力
をいただくとともに、更に活発なサロン活動が行われるために支援
ができるよう要望いたします。

中須町の大きな課題として、高齢者に対する交通対策が必要だ。
タクシー券ではなく、ぐるっとバスの運行を要望する。

中須地区で、ぐるっとバスの要望は多く、議会としても一般質問で
質しております。

保育所跡地の活用について、町民も含めた計画をお願いする。
中須町の課題については、要望していますが、引き続き要望してま
いります。

民生委員の人選を町内会長に任せることは違うのではないか。

民生委員・児童委員は、地域で活躍していただく方です。また、民
生委員・児童委員は地域にはなくてはならない存在であり、地域と
の連携は欠かせません。そのため、地域のことをよくご存じの地域
で選出の検討をしていただていおります。町内会長や町内会の方の
協力を得ながら、民生委員・児童委員を選出していく必要がありま
す。民生委員自身も後任の人選は常に考えておられると思います。
また、要請があれば、行政も支援に行かせていただいています。

コミュニティの維持（町内会、老人会等）について課題がある。市
が地域と一緒になって解決していく必要がある。

2022年の市の政策として、「町内会、地区社協、民生委員児童委員
など各組織と行政が一緒に地域づくりに取り組める『新たな地域協
働・自治振興』に向けた議論をスタートさせる」と打ち出されてい
ます。今後の計画を含め議会として早急に進めるよう要望してまい
ります。

市が募集している「コミュニティ農園」について、ルール違反で放
置されている方がいる。
農林課からは地主との話し合いで解決をするように言われた。利用
者同士が相談して「市が契約者と地主の話し合いの場を設けてほし
い」との要望を出したが「市は契約手続きだけで立ち入れない」と
の回答があった。議会から解決策を働きかけて欲しい。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
「コミュニティ農園」の運営は地主（開園者）、農業委員会、JA、
市を構成員とした「運営委員会」で行っており、農園の管理は地主
（開園者）が行うこととになっております。
 地主（開園者）による農園管理（未入園区画の草刈りなど）が満
足に行われていない事例もみられることから、運営委員会として地
主（開園者）には適正な農園管理をお願いしているところです。

道の駅のイベントの周知・広報について、もっと積極的に行ってほ
しい。

道の駅及びその周辺エリアでは、Happy Sunday Marketをはじめ、
様々なイベント等が実施されていますので、考え得る媒体を最大限
活用し、市内外の多くの皆さんにお立ち寄りいただける幅広い広報
に努めるよう伝えておきます。
道の駅に限らず、どのイベントもＰＲが重要ですので、一般質問な
ども含め、ＰＲに力を入れるよう質しております。
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マイナンバーカード活用のセキュリティについて不安・不信があ
る。

マイナンバーカードのＩＣチップを使用するときは暗証番号が必要
なため他の人は使えません。暗証番号は一定回数間違えるとカード
の機能がロックされますし、不正に情報を読み出そうとしてもＩＣ
チップが壊れる仕組みになっています。
なお、ＩＣチップには、税や年金の情報、病歴などのプライバシー
性の高い情報は記録されません。

他人のカード作成完了のお知らせが届いた。
安全性に負担がある。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
誤送付防止のため、送付物や宛名を複数の職員でチェックしていま
す。

民生委員・児童委員の意見交換会の内容は
就業年齢の高齢化や地域力が希薄になって、委員のなり手不足が課
題です。業務を明確にし、市民への活動内容の広報など、行政とし
て積極的に支援するよう検討します。

要望、阿字和紙加工場が狭いので市で施設確保をしてほしい。

稼ぐ観光、新しい府中市の観光に向けて外国人に向けて和紙を活用
した仕組みづくりは、重要だと考えております。
施設確保については、市がどのくらい関わることができるのか確認
した上で、要望してまいります。

要望、持続可能な農業と言われているがこの地域は水不足、川底が
低いので水が引けない真剣に考えてほしい。
市道の木の伐採をしてほしい。
坂根トンネルが、できれば寸断される道路のう回路が確保できる。

農業用水は大切で、掘削して水の確保を行うにしても順番がありま
すので、予算の関係も含め要望してまいります。
市道に出た木の伐採は地権者が行うべきではありますが、市道の管
理者として伐採の要請を行うよう要望してまいります。

坂根トンネルについては、県道府中上下線の代替道路として、その
必要性について2019年の建設委員会で提言しています。地域で建設
促進協議会が立ち上がっていますのでその動きを見守りたいと考え
ます。

森林環境税について教えてください。

「森林環境税」は、令和6年度から、個人住民税均等割の枠組みを
用いて、国税として1人年額1,000円を市町村が賦課徴収するもので
す。
また、「森林環境譲与税」は、市町村による森林整備の財源とし
て、令和元年度から、市町村と都道府県に対して、私有林人工林面
積、林業就業者数及び人口による客観的な基準で按分して譲与され
ております。

材木の今後の価格は。 日本の木材は高くなるのではないでしょうか。

介護施設に入所を待つ人の状況はどうか。
現在、市内の特別養護老人ホームの入所待ちは400人弱、中でも緊
急性の高い方は120人くらいおられ、こうした方が半年以内には優
先入居できるよう取り組んでいます。

町内の要望は議員からか町内会長からか。
困りごとについては町内会要望で出すのがいち早くできる仕組と考
えています。
７０町内を１９人議員でカバーしております。

坂根トンネルを継続要望する為に上下の議員とみんなで協議会を立
ち上げて継続的に要望をして欲しい。

この１月に、協和地区を中心に協議会が立ち上がり、上下町の町内
会からも参加されておりますので、見守っていきたいと思っており
ます。

令和4年11月25日(金)18時～　協和公民館（出席者：田邉議員、加納副議長、水田議員、安友議員、福田議員）
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府中市高木町町内会長より「道路インフラ」に対する要望書を申請
している。
申請理由は、離合できない道路の車両通行量が増えている。
小学校の通学路や近隣住民宅への物損事故など起こっており、府中
警察署へも被害届が申請されている状況である。
今後、南北道の開通後は、更なる通行量が増えることが想定される
ため、今後の都市計画で新たなる設計を要望する。

安心安全が確保できるよう都市計画を要望してまいります。

ゴミ廃棄問題です。
市民の不分別により不回収ゴミの処理対応を町内会長が実施してい
る状態。
実態検証するとコーポの住民と臆される。
継続して起こっている問題であり困っている。（府中市高木町管
内）

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
ごみ集積所の設置・維持管理に関する実施主体は地元のごみ集積所
管理組織にお願いしているところです。分別不良などで回収できな
かったごみについては、排出された方で再度出していただくことと
なりますが、ごみ集積所の管理組織や町内会役員様に尽力いただい
ていることは承知しており、感謝しております。
　分別の周知については、市の方でも「分別事典」や「広報」、府
中市総合アプリ「My府中」等により周知をしてまいります。
　また、集合住宅については、管理会社がごみ集積所の管理をして
いることが多いことから、管理状態の悪いものについては、市から
指導も行っておりますので、周辺への影響が大きい場合等市にご一
報いただければ、確認のうえ対応いたしますのでご相談ください。

高低差がない平地特有の町内における、水流のない溝にボウフラが
発生する問題。
市役所へ相談すると、五か村用水組合との関係等で、なかなか動い
てくれない状況が散見される。
責任の所在を明らかにして、市民目線でトラブル解決に向けた行動
を望む。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
水路の勾配修正などは、現地を確認を行い可能であれば対策を検討
します。

市内公園は、休日を中心に来園者が増えている。
トイレを水洗にしてほしい要望が多数あり。
市で動いてくれるための手法についてアドバイスいただきたい。

来園者の多い公園の状況調査の必要性を伝え、また、水洗化につい
て担当部課へ伝えてまいります。

小学校へ通学している子供たちの交通トラブル防止のため、横断歩
道の設置を要望します。
集合場所から通学するときの誘導歩道の確保のため。（府中市高木
町JR福塩線鵜飼駅から南へ下った場所）（地元から府中警察署交通
課へ打診中）

現地調査含め、交通事故に発展する前に、早急に進めてもらうよう
に所管課に要望してまいります。

府中市に近いダムとして八田原ダムの存在があるが、災害時の放流
については一定の理解をしているが、何らかの形で氾濫した場合
に、各地域の水位がどのくらいになるのか想定された表は作成して
ありますか？
あれば公表してほしいと要望。
高木町管内の防災センターの設置要望。現在の避難場所である。用
土町の一中については、芦田川を経由することから二次災害の恐れ
を感じている住民多数あり。

【所管部課に確認し次のとおり回答を得ました。】
八田原ダムはダムへの流入量より少ない量を一時的に貯留する機能
があり、下流で洪水が起きにくくする作業を行います。ダムが貯め
きれなくなった際に緊急放流を行いますが、これはダムへの流入量
と同量を放流するものです。
　つまり、緊急放流時はダムがない状態と同じこととなりますの
で、芦田川で想定されている洪水時の浸水想定区域、水位が洪水時
の水位となります。これは洪水ハザードマップでお知らせしていま
すので、ご確認ください。
　床上以上の浸水が想定される地域では気象状況や市が発令する避
難情報に基づき早めの高台等への避難をお願いします。
　高木町内への避難場所の設置要望につきましては、現在存立する
施設を有効に活用したいと考えており、現時点では専用の施設建設
は考えておりません。

令和4年11月26日(土)18時～　国府公民館（出席者：加納副議長、土井議員、大本議員、加島議員、藤本議員）
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H30豪雨による芦田川の水位上昇の原因の一つに土砂の堆積問題も
考えられる。国交省の管轄だが本自治体からも掘削要望をしてほし
い。

掘削に関する計画もありますのて、市民からの意見として所管部課
へ伝えます。

府中市の遊具施設など、他市町から訪れる子供連れの家族も多く散
見される中で、移住による人口増対策につなげる取り組みを構築し
てほしい。
若年層へのPR方法（シティプロモーションの強化対策）を強化して
転入率アップとして数値で示してほしい。

若年層へのPRについては、Ｍｙ府中やFBなどSNSを利用し行ってい
ます。
移住定住による人口増の対策については、市外、県外への広報の充
実や、移住体験など、府中市の魅力向上を図り、その魅力を感じで
もらい、府中市に住みたいと思っていただけるような取り組みが必
要だと感じております。
市に対し取り組みの際に、数値目標の設定は常々指摘しておりま
す。

空き家に野良犬が住みついている。近隣住民が被害トラブルに巻き
込まれる不安を抱えている。住民代表として、市役所側へ、危険防
止対策を目的に連絡をした。該当場所へ檻の設置対策をしていただ
いたが、現状解決されていない状況である。その後の連絡も無いた
め、業務放棄と見なされる苦言があり。

広島県動物愛護センターと協力して、檻の設置や現地での保護活動
を行っています。
また、連絡をいただいた方には、対応した結果をお伝えしていま
す。

他県や他市町から転入を促す対策として提案。現在、桜ヶ丘団地に
おいては、完売目的のために住宅補助対応をされている。
しかしながら、それ以外の移住者、いわゆる府中市内での住宅建築
該当者へ対しても何らかの補助をする政策をすべきと考える。

本市への移住者については、本市の住民税納付者にもなり、生活必
需品などの消費者としても経済効果を波及する方であります。
よって、本市であらたに新築される方への補助金の検討を要請して
まいります。

GIGAが分からない
高齢者に難解な言葉の解説が欲しい

横文字用語の解説等を記載するなど、市民の皆さんに分かりやすい
広報誌にするよう、伝えてまいります。

四季の里のあやめは手がかかる。時代遅れ。人件費もかかりすぎ
る。もうやめた方がよい。
もう上下町の人口は4000人を切っている。人口減少対策お願いした
い。
近隣自治体へは老人ホームに若い職員さんがたくさん来られたが、
府中市もそういった政策をするべきだ。
若者は年収200万円くらいなので結婚できない、暮らしていけな
い。市として何とかできないか。

四季の里、時代遅れかもしれないが大切な場所だと考えています。
新しい取り組みについて要望してまいります。
まずは働く場所が必要ですので、子育ては他市町同様の経済的な支
援を要望してまいります。

四季の里の近くに、くぬぎの木を植えてカブトムシを取れるように
してはいかがか

参考にさせていただきます。

上下町出身の議員が三名いて心強い
水永地区は道が舗装されていない
府中の街中は細い道は舗装されているが
我々の地区は大きい道もされていない

老朽化、舗装が追い付いていない場所があります。
まずは、町内会から要望を出していただきますようお願いいたしま
す。

健康な体作りを推進する取り組み必要

フレイル予防対策や体力づくりとして、若い世代から高齢者まで
「元気もりもり体操」や「府中焼きマンボ体操」など市（リ・フ
レ）や地域で年代や身体の状況に応じた健康づくりを企画されてい
ます。また、「ウォーキングチャレンジ」として、「府中市ウォー
キング手帳」に記録し、50万歩以上達成で窓口（リ・フレ）にご報
告いただくと、達成証の発行や抽選で賞品がもらえる企画もされて
います。また、「ふちゅう夢体操」をリ・フレ、ふらっと上下、
TAMで定期的に行っています。

令和4年11月28日(月)18時～　上下町民会館（出席者：加島議員、岡田議員、水田議員、安友議員、岩室議員）
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駅前が真っ暗、街灯を早く付けてほしい
当初は年内という話だった。半年たったがどうなっていますか。遅
すぎませんか。
活性化以前の話。上下は後回し

府中市はＬＥＤ化を図っていますが、遅れている部分については、
伝えていきます。

本当に人を呼び込んでいるのか？
上下高校は窮地に立たされている。
箱もの作るだけではダメである。

総務文教委員会でも、移住定住の事業に対しては厳しい評価をして
おり、改善するよう伝えております。

介護ヘルパーさんの待遇を、現場を見てほしい、知って欲しい。
現場の見識を高めるため、社会福祉協議会との意見交換などを続け
ていきます。

農業支援について、法人や組合だけでなく個人でやってる農業も助
けて欲しい。

新規就農者の募集や育成など、関係団体と連携してこれからも取り
組むよう要望してまいります。
高齢化した農家への手厚い補助が必要だと思いますので、引き続き
要望してまいります。

人口減少問題や子育て支援や就労支援の一環として出産応援金につ
いて提言いたします。過去の支援事例などを見ても一定事業とする
ことが定住率に繋がる施策だと思う。他市町を参考にされ検討要望
する。

本市独自施策として支援していた出産応援金は継続されていません
が、妊娠や出産に関わる支援金は国から支給される制度として実施
されます。本市独自支援としては今後の転入率など推移を見据えて
要望してまいりたいと考えます。

インボイス制度が実施されると、道の駅へ出荷している者も消費税
がかかる。シルバ－で働く人も同様である。米も商社へ出すと消費
税がかかり、ますます田んぼが荒れて来る。最低でも市議会として
インボイス制度の実施延期を取り上げて欲しい。

インボイス制度は市内でも影響はあると認識しております。
この制度は国の制度ですので、市では限界があります。

有線があったのが無くなったので困っている。防災無線など自宅内
へは届きにくい環境から本市情報収集ツールとして活用されていた
有線の復活を望む。

有線設備は老朽化して事業継続できないので、それに代わる手段を
検討している。
災害時には情報を知らせる手段としては、テレビやラジオもある
が、さまざまな伝達手段について検討するよう要望していく。

宿泊観光地として温泉施設である「矢野温泉｣について、市と地権
者で復活に対する協議を重ねてほしい。

市と地権者の間で協議をしていると聞いています。復活に向け議会
としても、できるところは協力していきたいと考えています。

観光資源となる｢恋しき｣や｢翁座｣について、税金投入してまで保存
するだけではなく、資産活用物件として活かすべきである。

活用方法については、市も検討委員会を設置して検討を行ってい
る。議会としても賑わいづくり特別委員会で、検討しています。

農業生産事業を一次・二次産業と繋げる法人化に向けた取り組み事
業を推進すべきである。

府中市農業振興ビジョンに沿って事業を推進するものと考えていま
す。

現況の空き家物件による環境被害阻止のために、市として対策を協
議進行することを強化してほしい。

府中市も危険空き家特別対策委員会を設置し、推進協議をしており
ます。

翁座だけが観光ではない
矢野温泉をとの様に考えているのか

矢野温泉は地域の宝だと思います。
活用していくべきとも考えています。

本市内の賑わい作りが協議されている中で、北部地域上下町では商
店街の魅力度を高める活性化対策をしてほしい。

上下町のまちづくり協議会が進めているので、それに対して協力し
ていきます。

翁座の耐震不安問題。 翁座活用検討委員会での協議の内容を注視していきたい。

本自治体に対して子育て世代を中心とした人々の意見を発信する場
を設けてほしい。子育て世代の経済的支援策の強化や子供診療の場
｢小児科｣の対策、子供の育成場所の確保に向けた取り組みなど相談
要望してまいりたい。

要望された内容は、上下町の｢ふらっと上下｣という施設をご利用下
さい。そこを起点として市民の声を収集し、改善や新たなる事業開
発を立案できる施設としても捉えていただきたく思います。北部地
域へ人を引きつける総体的な立案に取り組んでもらいたいことを本
市へ要望して参りたいと思います。
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